
 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

阪神国際港湾株式会社の社員をシンガポール港の港湾運営会社へ初めて派遣します！  

～国際コンテナ戦略港湾とシンガポール港の港湾運営の連携～ 

 

 

 国際コンテナ戦略港湾である阪神港とシンガポール港の港湾運営の連携を進めるため、阪

神国際港湾株式会社の社員をシンガポール港の港湾運営会社（ＰＳＡ社）へ10月24日（月）

から28日（金）の期間に初めて派遣することになりました。 

  

 

 当社は、港湾運営会社として阪神港を一元的に運営するとともに、国及び港湾管理者との協

働体制のもと、「集貨」、「創貨」、「競争力強化」を柱とする国際コンテナ戦略港湾政策の一翼

を担う組織として、阪神港の国際競争力強化に向けた取り組みを進めています。 

 こうした中、国際コンテナ戦略港湾とシンガポール港の港湾運営の連携に向けて、阪神港及

び京浜港の港湾運営会社（当社・横浜川崎国際港湾株式会社）からシンガポール港の港湾運営

会社（ＰＳＡ社）へ社員を初めて派遣することとなりました。 

 当社では、今般の社員の派遣を含め、今後もシンガポール港との連携強化に努めて参ります。 

  

 

 派 遣 期 間：平成28年10月24日（月）から28日（金）（５日間） 

 派 遣 先：ＰＳＡ社 

 派 遣 社 員：阪神国際港湾株式会社 経理部経理課 安部 博章 

 主な派遣内容：ＰＳＡ社との意見交換 

        コンテナターミナル視察 等 

 

 

 

 

記者資料提供（平成 28 年 10 月 21 日） 

阪神国際港湾株式会社  企画部企画課  胡重、上米良  

ＴＥＬ：078-855-2893 

 

この資料は、国土交通記者会、大阪市政記者クラブ、神戸市政記者クラブ、神戸民放記者クラブ、

神戸経済記者クラブ、神戸海運記者クラブ、みなと記者クラブに資料提供しています。 

同時発表：国土交通省、横浜川崎国際港湾株式会社  

 


